
























































































Childcare Teacher’s Provision of Aid to Young Children: The Formation of 
Personal Challenges Through Independent Activities 
             Junko Yamamoto  
 
Osaka University Graduate School, Comprehensive Children’s Education 
 
This study aims to understand how children’s independence in early 
childhood education should be perceived by determining the inclusive 
elements of their independent activities and grasping the state of these 
activities from the viewpoint of personal challenge formation. The author 
also aims to consider childcare teacher’s assistance in promoting children’s 
independent activities in practice.  
When we grasp “young children’s independence/independent activities” from 
previous studies on the concept of independence in young children and their 
personal challenges, we considered two types of self-recognition in children, 
namely, “the pure self” and “the social self.” In the case of childcare, teachers 
who can understand and attend to the two types of self-recognition in 
children are needed, and they must emphasize both aspects. Young children’s 
activities were also examined and analyzed from the perspective of personal 
challenge formation. From preceding studies and observation of different 
cases, the following five types of personal challenges in children’s activities 
were identified: 1) “I will find what I want to do,” 2) “I have goals and aims,” 
3) “I will carry out activities this way,” 4) “I will engage in actions based on 
my preferences,” and 5) I will seek out new personal challenges.” Activities 
were observed that demonstrated one or more of the conditions that are 
characteristic of personal challenge types in activity development. By 
understanding the state of personal challenge formation, we were able to 
capture the expansion and deepening of activities. Overall, in the cases 
observed, we found various distinctive types of personal challenge formation 
in activity development, including interest formation, desire formation, aim 
formation, performance formation, pursuit formation, and development 
formation. These are the state of young children’s independent activities 
captured from the perspective of personal challenge formation; they can be 
understood as the state of their independent activities. Independent 
activities are not uniform but should be viewed as consisting of a range that 
depends on the type of personal challenge. Furthermore, childcare teachers 
provide diverse types of aid, which include indirect aid that respects a child’s 
will, direct aid that emphasizes the intentionality of childcare teachers, or 
cases of non-involvement that nevertheless support the formation of 
personal challenges. This indicates a mutual relationship in which children 
are not only accepted by childcare teachers but childcare teachers’ aid is also 
accepted by children, as this is where personal challenges are formed. The 
key to independent activities lies in the formation of personal challenges, the 
diverse aid provided by childcare teachers, mutual acceptance between 
children and childcare teachers, and the symbiosis formed by creating 
activities together.  
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1998(平成 10)年、幼稚園教育要領(以下 98 要領と記す)告示では、｢一部には幼児の主体
的な活動を確保するということは、幼児の活動をそのまま放置するといった誤解も見られ、
環境の構成や教師の役割等に共通理解が不十分な点があり、教育要領の主旨をより良くし





































領(以下 08 要領と記す)、17 要領においても、幼児との関わりにおける保育者の役割につ
いて 98 要領以来同様に示されている。 
 
２．問題の所在と課題

























































































































第 3 章「幼児の活動における自己課題の生成の様相 ―第 2 調査―」では、自己の活動
の姿を中心に捉え、活動そのものを理解する枠組みとして、活動における「自己課題」の
タイプを捉えた。第 1 節「自己課題の生成についての理論的考察」では、幼児の活動にみ
られる自己課題のタイプとして先行研究と 3 事例の分析から「Ⅰ やりたいことをみつけ
る」「Ⅱ 目的・めあてがある」「Ⅲ こんなやり方で活動を遂行する」「Ⅳ 自分なりのこ
だわりを持つ行為を推し進める」「Ⅴ 新しい自己課題を見出す」の 5 つのタイプを導出








































































































































   橙色矢印は保育者の関わり 
















































































































































































































































































































から青山と同様の A－2 に分類した。また、「行動に自分のイメージを持つ」ことは A´
－2 とした。重複するタイプとして、「自我の成熟・確立、自分自身の主人公になること
が主体性の発達である」の記述を発達の視点として、C のカテゴリーを設けて C－1 と分
類した。「まわりに受け入れられる信頼感」「違いに気付きどうしたらいいのか葛藤する」
は周りとの関わりであるが、先の環境との関わりＢ－1 と区別し、人とのかかわりと示さ
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第 3 節 観察事例における純粋自己と社会的自己の検討  






H 県 N 市私立幼稚園に通う園児を対象とする。無作為に子どもの観察を行い、その中で







2014 年 4 月～9 月(8 月を除く)、月 2 回 8：30～12：00、計 10 日間のうち、本事例の B
















































 時系列に整理した B 児、C 児の活動の展開についてその一つ一つが「純粋自己」及び「社

































































































































































































／主な活動の流れ S１ S２ S３ 小計 W１ W２ W３ 小計 合計 パーセント（％）
畑に興味 0 0 0 0 5 2 0 7 7 14%
草取り・ごっこ 0 0 1 1 0 0 7 7 8 16%
水筒の始末 0 0 0 0 3 0 1 4 4 8%
キャベツ畑 0 1 0 1 3 1 0 4 5 10%
ランナー採り 0 0 3 3 8 1 13 22 25 51%
合計 0 1 4 5 19 4 21 44 49 100%































































































































































／主な活動の流れ S１ S２ S３ 小計 W１ W２ W３ 小計 合計
パーセント
　　（％）
砂場で遊びはじめ 0 0 3 3 4 3 0 7 10 17%
茶碗の型抜き 0 0 5 5 0 0 5 5 10 17%
緑のコップの型抜き 0 0 3 3 0 0 1 1 4 7%
黄色のコップの型抜き 0 0 6 6 0 0 1 1 7 12%
茶碗とコップの砂移動 0 0 3 3 1 0 4 5 8 14%
白茶碗と大皿の砂の移動 0 0 4 4 0 0 2 2 6 10%
アスレチック縄のぼり 3 0 2 5 0 3 2 5 10 17%
新しい友人と遊ぶ 0 0 0 0 2 1 1 4 4 7%
合計 3 0 26 29 7 7 16 30 59 100%











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































千羽等 河邊① 河邊② 山本① 山本②
ポイント
合計
Ⅰやりたいことを見つける ○ ○ ○ ○ ○ △ 11
Ⅱ目的・めあてがある ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
Ⅲこんなやり方で活動を
遂行する △ △ ○ △ △ ○ 8
Ⅳ自分なりのこだわり
を持つ行為を推し進める △ × × × △ ○ 4
Ⅴ新しい自己課題を見出す △ ○ × × △ △ 5













幼児の自己課題のタイプの記述を比較するために、「○」を 2 ポイント、「△」を 1 ポイ











































































































































































































1 ・前日の一斉活動の人形作り（Ａ児はフクロウの棒人形）。 0 ①
2 ・製作コーナーがある。 0 ①












9 ・「着陸と離陸を作らないと」と保育者に発案する。 Ⅱa ③
10 ・A児の問いかけに対し，B児と「相談して」とつなぐような返答をする。 0 ②
11 ・B児に「大丈夫」といわれ作らない。 Ⅲa ②

















13 ・B児に｢消防車作らなくちゃ」と言う。 Ⅱa ①
14 ・B児に「そんなのないよ」と言われる。 0 ①
15 ・「外国にある、海のレスキューだよ」と答える。 Ⅱa ①

















23 ・医者になって診療する、以上やり取りが繰り返される。 Ⅲa ④
24 ・飛行機を滑走路に置く。 Ⅲa ①
25 ・サーフボードを作る。 Ⅴb ①
26 ・自分の人形を乗せてサーフィンの振りをする。 Ⅲa ①














Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
空き箱で人形を
乗せる飛行機を作る 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2 5 18.5%
積み木で滑走路




1 0 2 0 1 1 0 1 1 0 2 9 33.3%
人形をレスキューする 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 7.4%
自分の人形のための
サーフボードを作る 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 0 4 14.8%
合計 1 0 4 0 9 1 0 2 2 1 7 27 100.0%





















① A 児の自己課題のタイプと生成の様相 
表 304 は河邉論文による遊び課題を時系列にまとめた 133)。A の活動では自己課題のタ
イプはⅠ~Ⅴのすべてのタイプが見られた。表 305 より、小項目の分類で見ると「Ⅰa 興
味関心を持つ」3.7％、「Ⅱa めあて・目的がある」14.8％、「Ⅲa 取り組む態度」33.3％、
「Ⅲb 取り組む技能」3.7％、「Ⅳb 取り組むこだわりの技能」7.4％、「Ⅴa 活動の発展」7.4％、
「Ⅴb 活動の転換」は 3.7％であった。「0 のどれにも属さないもの」は 25.9％であり、こ
の内訳は、保育者による環境設定、援助や他児との関わりであった。「Ⅰb 欲求がある」「Ⅱ
b 目標がある」「Ⅳa 取り組むこだわりの態度」のタイプはなかった。本事例では検証者 3









活動番号 18 は友達との関わり、20 は保育者の言動が行為の契機になっている。 
 



















































































9 友達と野菜に見立てて会話しながら草抜きをする。 Ⅲa ④
10 草を抜いたり、ちぎったりする。 Ⅲa ④
11 しながら「ねっこずら」と、友達に見せながらやり取りを楽しんでいる。友達
は「これは堅いはっぱずら」と答える。 Ⅳa ④
12 互いに会話しながら根っこを友達に見せている。 Ⅳa ④
13 友達が「汁が出てきそうずら」と根っこを話題に、言葉のやり取りをする。 Ⅳa ④







16 B児は保育者の示す方向へ雑草をもって、比較的素早く移動する。 Ⅱa ⑦

























20 保育者について、ブロッコリー畑に移動する。 0 ⑥









25 保育者の促すように、畝を移動し周りに座る。 0 ⑥
26 保育者の長いランナー採りの依頼と爪で切って取る採り方の話を聞く。 0 ⑦
27 保育者の説明から、ランナーを見つけて採る。 Ⅲa ⑥
28 保育者のランナーの爪で長くとる採り方やランナーは葉っぱのあかちゃん
との説明を聞く。 Ｉａ ⑦
29 右手に石、左手に先ほどの根っこと思われるものをしっかり持っている。 Ⅳa ④
30 イチゴの苗を覗き込んで、探す様子で目を配る。 Ⅱa ④
31 「あった。あった」と声をだし。ランナーを見つけるがとっていない。 Ⅲa ④
32 隣の子どものほうを覗き込む。これ小さいやつ」と言いながら　ランナーを
探す。 Ⅲa ④




















40 観察者に、大小3本を合わせて持ち、「見て」とにこやかに見せる。他児にも「3本見つけた。3本」と見せる素振りをする。 Ⅳa ③
41 畝を移動して探し、観察者の「ここもよく見てごらん」の言葉で見つけ
て「でか」という。なかなか採れない。 Ⅲa ⑤
42 イチゴの苗を覗きこみランナーをギュッと引っ張る。 Ⅲa ②































b 欲求がある」4.1％、「Ⅱa 目的・めあてがある」8.2％、「Ⅲa 取り組む(関わる)態度」34.7％、
「Ⅲb 取り組む(関わる)技能」6.1％、「Ⅳa 取り組むこだわりの態度」18.4％、「Ⅴb 活動




の分類では、一例の友達との関わりが見られた。本事例では検証者 3 名の一致率は 86.3％
であり、すべて 2 名以上の一致であった。本分類において、活動の展開において自己課















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
畑に興味 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 4 7 14.3%
畑で草採り・ごっこ 0 0 0 0 3 0 5 0 0 0 0 8 16.3%
水筒の始末 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 4 8.2%
キャベツ畑 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 5 10.2%
ランナー採り 2 1 1 0 10 3 4 0 0 1 3 25 51.0%
合計 3 2 4 0 17 3 9 0 0 1 10 49 100.0%






















































7 隣に来たH児を気にしながら、漉し網を砂場に抑えつけ、型を取る。 Ⅲa ①













































16 砂の入った茶碗に大皿で蓋をして、ひっくり返し型抜きをＨ児に見せる。Ｈ児「キャー」という。 Ⅲa ①
17 そのまま茶碗に砂を戻す動作。 Ⅲb ①
18 茶碗に砂が入っているものをＨ児に見せる。(会話をするも聞き取れない) Ⅲa ①
19 茶碗の砂を皿に返し、型抜きの茶碗の形がきれいにできる。 Ⅲb ①
20 Ｈ児に見せようとするも、H児が気づく前に形が崩れる。 Ⅲa ①
21 少し高さがある緑の容器に変え、スコップで砂を入れ、とんとんと抑える。Ｈ児は移動するが気付かない。 Ⅲb ①




24 大皿の型を皿の裏で押さえ、形を整える。周りを気にしながら続けて皿で砂を均す。 Ⅲa ①
25 低い黄色コップを引き寄せる。 Ⅲa ①
26 Ｔ児と話しながら低い黄色のコップで型抜きを始める。 Ⅲb ①
27 コップに大皿をかぶせ、中の砂の具合をあけては気にする。 Ⅲb ①




30 慎重にコップをそっと外すが砂は崩れる。砂は形にならず失敗。 Ⅲb ①




























































40 先の白茶碗に砂を入れる。 Ⅳb ①











46 C児はロープ（砂場上のアスレチック遊具）に移動、片足をかけてゆらゆらして遊ぶ。 Ⅴb ①
47 一歩一歩網をゆれながらよじ登る。他児も少しのぼりいなくなる。 Ⅲa ①















55 滑り台より男児3人と共に、かたまって滑り降りてくる。 Ⅲa ①
56 C児のみ、砂場に戻る。 Ⅲa ①
57 H児と離れ、2度目の居場所に戻る。 Ⅱa ①




































Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
 砂場で遊び始め 1 1 0 0 6 2 0 0 0 0 0 10 16.9%
茶碗の型抜き 1 0 0 0 5 4 0 0 0 0 0 10 16.9%
緑のコップの型抜き 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 4 6.8%
黄色のコップの型抜き 0 0 0 0 3 4 0 0 0 0 0 7 11.9%
.茶碗とコップの砂移動 0 0 0 0 4 2 0 1 0 1 0 8 13.6%
白茶碗と大皿の砂移動 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 6 10.2%
アスレチックの網のぼり 1 0 0 0 8 0 0 0 0 1 0 10 16.9%
新しい友達と遊ぶ 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 4 6.8%
合計 3 1 1 0 31 13 0 7 0 3 0 59 100.0%





















幼児の活動における、自己課題の生成について表 309 では「Ⅰa 興味・関心を持つ」
5.1％「Ⅰb 欲求がある」1.7％「Ⅱa 目的・めあてがある」1.7％「Ⅲa 取り組む(関わる)
態度」52.5％「Ⅲb 取り組む(関わる)技能」22.0％「Ⅳb 取り組むこだわりの技能」19％
「Ⅴb．活動の転換」は 5.1％であった。「Ⅱb 目標がある」「Ⅳa 取り組むこだわりの態
度」「Ⅴa 活動の発展」はなかった。本事例では検証者 3 名の一致率は 96.0％であり、
すべて 2 名以上の一致であった。本事例についても活動の展開において自己課題の 5 つ
のタイプが見出された。 




























A 児・B 児・C 児の事例の検討によって自己課題のタイプから主体的な活動の展開の多
様な実態を明らかにすることが目的であった。そのことで主体的な活動の具体的な視座を



















































a．調査対象者：H 県 N 市私立幼稚園に通う 5 歳児、40 名を対象とする。登園後、午前中
に好きな遊びや保育者の計画した活動を行う子どもを一人 20 分間の観察し記録をとる。 
観察時間については予備調査を通して、ある程度の子どもの活動のまとまりが捉えられる




b．調査日時：2014 年 4 月、2016 年 6 月、7 月、3 月。2017 年 10 月 11 月。以上の期間









































































Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
のぼり棒 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 15.0%
ハンバーグづくり 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 20.0%
砂場で団子づくり 0 2 0 0 5 2 0 0 1 0 3 13 65.0%
合計 1 7 0 0 6 2 0 0 1 0 3 20 100.0%
％ 5.0% 35.0% 0.0% 0.0% 30.0% 10.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 15.0% 100.0% ―


































1 のぼり棒に上る。周りを見る。 Ⅰｂ ①
2 のぼり棒を持ちながら周りを見る。 Ⅰｂ ①




5 ハンバーグを手のひらで挟み、べたべたしながら歩いて移動。 Ⅲａ ①
6 走りながら通りかかる男児をハンバーグを見せながら追いかけていく。 Ⅰｂ ①
7 通路のほうにに追いかけていく。 Ⅰｂ ①






11 Ｈ児に砂の団子を見せ、作りながら、横にしゃがみ込む。 Ⅲａ ①
12 Ｈ児と会話をしている。 Ⅲａ ①
13 Ｈ児と砂いじり、団子を作る動作を繰り返す。 Ⅲａ ①
14 登園し砂場横を通過する他児に視線を送る。 0 ①
15 同上。 0 ①
16 団子に砂をかける、まるめるの繰り返しを行う。フリー保育者に「ここら(の砂)でお団子を作り」とよさそうな砂の場所を砂場に座って伝え立ち去る。 Ⅲb ⑥
17 Ｈ児と会話しながら二人で小さい砂山を作り、手のひらで固める。 Ⅴa ①
18 「泥でこれしよう」と濡らしてくる。Ｈ児のところに戻る。 Ⅲａ ①
19 ハンバーグ型を作る。 Ⅲb ①









































1 女児２．３人とテーブルで団子づくりからつぶして押しつけて好きな型を固める。 Ⅰa ①
2 「○○できた」と女児に見せる。 Ⅲa ①
3 小屋下のさら砂を取りに行く。 Ⅲa ①




6 保育者は覗き込み「すごいな」と言う。 0 ③
7 自分の作ったものを気にしながら白砂を取りに行く。 Ⅲa ①
8 水道で手洗う。 Ⅲa ①
9 手を濡らす。 Ⅲa ①
10 濡れた手で水滴を落とし、エイを抱え込むようにやさしく丁寧になでる。白砂
を取りに行く。 Ⅳｂ ①
11 築山の土を取る。水道で濡らし少量をエイにのせる。 Ⅳa ①
12 友達の泥の製作物に興味を示し見る。 Ⅱa ①
13 保育者が水をまいた後の園庭の濡れた土を取る。 Ⅲa ①
14 エイを両手で包むようにし指先で成型する。 Ⅳｂ ①
15 園庭の濡れた土をとる。 Ⅲa ①
16 エイを成型する。 Ⅲa ①
17 手を濡らす。 Ⅲa ①
18 白砂を取りに行く。 Ⅲa ①
19 観察者に「エイ作っているの」「壊さないように固まるまで・・・」という。 Ⅳa ③
















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
型固め 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
エイの形を作る 1 0 2 0 10 0 2 2 0 0 1 18 90.0%
合計 2 0 2 0 11 0 2 2 0 0 1 20 100.0%

























Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
遊び始め 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
縄遊び 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 4 20.0%
散歩の準備 0 0 2 0 5 0 0 0 0 0 2 9 45.0%
他児の縄跳びを
見る 0 0 0 0 4 0 0 0 0 1 0 5 25.0%
合計 0 1 3 1 12 0 0 0 0 1 2 20 100.0%
％ 0.0% 5.0% 15.0% 5.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 10.0% 100.0% ―






































1 縄跳びステージに保育者に数を数えててもらうために並ぶ。 Ⅱa ②
2 ステージ下で並びながら縄を跳ぶ。 Ⅲa ②
3 順番が来たため、ステージの上で跳び始める。 Ⅱｂ ④
4 跳び続ける。 Ⅲa ④
5 98回で終わる。 Ⅲa ④
6 観察者の「何回跳べたの？」の質問に「２８と７７と９８」と答える。「もっと跳びたい？」「うん」と会話する。 Ⅰｂ ③
7 保育者はステージの交代を促し、全体活動のため集合をかける。 0 ⑥
8 散歩の準備のため、水筒を掛ける。 Ⅱa ⑤
9 保育者の準備を見る。 Ⅲa ⑤
10 靴を履き替え散歩の準備を整える。 Ⅱa ⑤
11 のぼり棒のところににふらっと行く。 0 ⑤
12 列に並び散歩の準備をする。 Ⅲa ⑤
13 並んで待つ。 Ⅲa ⑤
14 同上。 Ⅲa ⑤
15 同上。 Ⅲa ⑤
16 縄跳びステージで千回を目指すN児が跳ぶ様子を散歩の出発を延ばし、みんなで待つ。 Ⅴｂ ⑤
17 同上。 Ⅲa ④
18 同上。 Ⅲa ④
19 同上。 Ⅲa ④

































Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
逆上がり 0 0 1 2 2 1 0 0 0 0 2 8 40.0%
チョウを飛立たせる 1 0 2 0 3 0 0 0 0 0 6 12 60.0%
合計 1 0 3 2 5 1 0 0 0 0 8 20 100.0%






































1 保育者（Ｊ先生）に「手と胸を近づける」とアドバイスを受けながら、高いほうの鉄棒で逆上がりの挑戦をする。5回懸垂状態まで行くが回らない。 Ⅱｂ ⑤
2 手をだるそうに休憩する。 Ⅲａ ②
3 タイミングを計るように、ジャンプしながら低い鉄棒に飛びつく Ⅲａ ②
4 「今日誕生日」、フリー保育者「誕生日ええなー」と会話する。 0 ③
5 逆上がりができる。友達が「Ｊ先生（初めの保育者）に言ったら」と言う。 Ⅲｂ ①
6 友達二人とＪ先生を「あっちやよ」と探しに行く。 Ⅱａ ①




9 ２階の保育室に入る。保育者がチヨウの飼育ケースの世話をする様子やチヨウの幼虫を見る。 Ⅰａ ④
10 保育室を歩きながら「疲れたー」と他児の遊びを見る。 0 ①
11 保育室内をスキップし、部屋の真ん中のテーブルとそこにいる担任の周りをまわる。 0 ②
12 階段を上り下りしながら、すれ違う保育者に「逆上がりできた」、保育者「おめでとう」とやり取りをする。 0 ③
13 戸外で他児の縄跳びを見るＪ先生に嬉しそうに近づき会話をする。 Ⅲａ ③
14 園庭の4歳児が集まりだす。靴箱前や、のぼり棒前を歩き回る。 0 ①




17 ４歳児クラス担任の「（2階の窓で顔を出す）Gくんと○○先生のほう見て」という声掛けの間、Ｇは２階窓から下の園庭を見て待つ。 Ⅱａ ④
18 ５歳児担任と一緒に、保育室のチヨウになったアオスジアゲハのサナギを飼育ケースを開けて、２階から逃がすために待っている。 Ⅲａ ④
19 園庭のJ先生の「公同４号と５号が飛立ちまーす。今日誕生日のＧくんかかりまーす」とみんなに掛け声がある。 0 ④




































2 友達と二人でつないでいく。 Ⅲａ ④
3 保育者は積み木を増やす。 0 ④
4 友達4．5名が加わり、トンネルを長くつないでいく。グループが7．8名に増える。 Ⅲａ
④
5 「もらっていい？」と、隣のグループから積み木をもらいに行き続けて作る。 Ⅲａ ④
6 トンネルの上に板を積み、２階建てのトンネルにする。 Ⅴａ ④
7 長くなってきた自分たちの製作物を見て2階建て、3階建てにする。 Ⅲａ
④








11 線路が伸びた方向に歩き、他児の作っている様子を見る。 Ⅰａ ④
12 他児の線路が少し崩れ、保育者に目線を送る。 0 ④
13 積み木の箱から積み木を10個くらい抱えてくる。 Ⅲａ ④
14 高いトンネルに階を重ねたり、つなぐ他児の場所を見たりする。 Ⅲａ ④
15 元の場所に戻り、4階を作る。周りを見ては慎重に積み重ねる。隣で作る保育者に板をあげる。 Ⅳａ ④
16 作りながら「見てみ-」とやり取りをする。 Ⅲａ ④





























Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
遊び始め 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
積み木のトンネルづくり 2 0 0 0 6 0 1 0 1 0 3 13 65.0%
集まる 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 2 5 25.0%
合計 3 0 0 0 10 0 1 0 1 0 5 20 100.0%










































2 壊れた分を再び重ねる。 Ⅲａ ④




5 隣の女児が体重計を作るところに参入し女児4人でのったり下りたりする。 Ⅰａ ④
6 保育者の「年長さんあつまりまーす」と言う声掛けとほぼ同時につぶれる。「○○たちがつぶした」という。 0 ⑥










12 反対再度に積み木を運びつなぎに行く。 Ⅲａ ④
13 縦の積み木を慎重に立てる。 Ⅲｂ ④
14 上の板のないところに置く。 Ⅲｂ ④
15 他のつぶれたところから２枚づつ集めては違うところをつなぐ全体を見ながら線路をつなげていく。 Ⅲｂ ④
16 フリーの先生のところに積み木を取りに行く。 Ⅲａ ④
17 となりのクラススペースに繋げていく。さんぽ・らった組のところにも線路を繋げに行
く。 Ⅴａ ④
18 他児としゃべったり、積み木を取りに行き、抱えては続きをしようとする。 Ⅲａ ④
19 担任保育者より集合がかかり、女児は階下でお茶飲み、休憩タイムをとる。 0 ⑥
















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
ビル作り 1 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 5 25.0%
線路づくり 0 0 1 0 4 3 0 0 1 0 4 13 65.0%
休憩 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 10.0%
合計 1 0 3 0 7 3 0 0 1 0 5 20 100.0%










































2 スタートし2人進んで負け後ろに回る。 Ⅲａ ④
3 左手にどろだんごを持ったまま、早くスタートしようと焦っている様子。 Ⅲａ ④
4 ジャンケンの様子を見て、スタートダッシュしようと構えている。先の子どものジャンケンのたびにスタートし、早く出すぎて戻る。 Ⅲａ ④
5 同上。 Ⅲａ ④
6 笑顔で列に並び進んでいく。ジャンケンの掛け声「ぶんぶんぶさし」を力強く3回繰り返す。 Ⅲａ ④
7 保育者と他児の対戦の様子を首を振って「ぶんぶんぶさし」のリズムを取りながら
注目する。 Ⅲａ ④
8 友達の進み具合をよく見る。 Ⅲａ ④
9 同上。 Ⅲａ ④
10 ぎりぎりまで進む。目を見開き、声に力を入れ最後まで進むがジャンケンで
負ける。 Ⅱb ④
11 どろだんごを持ったままスタートする。 Ⅲａ ④
12 勝ち進み、友達が「Ｊはつよいなー」という。 Ⅲａ ④
13 頭をふってジャンケンのリズムを表し、3人目で負けてもどる。 Ⅲａ ④
14 並びながら状況を見る。 Ⅲａ ④
15 友達が掛け声を「ブーブーゴリラ」等替え歌にするのを一緒に掛け声をかける。 Ⅳａ ④
16 スタートし2人と対戦し負けてうなだれ、後ろに回る。 Ⅲａ ④
17 スタートする。 Ⅲａ ④
18 勝ち進んでゴールに入り、「4対3や、4対3」という。 Ⅱb ④
19 他児のジャンケンに「ブーブーゴリラ」「ブーブーイケメン」等と替え歌を歌う。 Ⅳａ ④

















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
うずまきジャンケン 0 0 0 2 16 0 2 0 0 0 0 20 100.0%
合計 0 0 0 2 16 0 2 0 0 0 0 20 100.0%
％ 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 80.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% ―










































2 R児等男児が群れて、セミを持ってくる。K児はセミに興味を持つ。 Ⅰa ①
3 土山に駆け上り、チョップをする。 Ⅲa ①
4 E児とK児は木陰に移動。 Ⅲa ①
5 S児の「K児戦うぞ、最後はライダーキックだ」の声に「はい」と木陰から出てくる。土山に５回くらいキックをする。 Ⅲa ①




8 上に同じ。その後場所を移動する。 Ⅲa ①
9 小屋の階段に群れながら移動し、K児を含む４名の男児がヒーローになりきって会話する。 Ⅲa ①
10 土山に移動して４名は一斉に跳びつく。 Ⅲa ①
11 他児が「ツタンカーメンで○○して来るまで撃て」と命令する。 0 ①
12 K児は土山にかけのぼり、下に降りる。男児４人が６人に増え、裸足になり土山を登る。 Ⅲa ①
13 男児が群れて裸足で駆け下り、小屋の階段を上り、降りる。その後平均台のほうに移動する。 Ⅲa ①
14 K児を含む４人位が鉄棒のほうに移動する。鉄棒に両手でぶら下がりながら、勢いをつけビーチサンダル飛ばしをする。 Ⅲa ①
15 友達は「すげえやろう。俺」という。 0 ①
16 保育者が「お部屋はいりまーす。階段のところに座ってください」と集合をかける。 0 ⑥




19 一斉活動わらべ歌「七夕さん」のために、保育室に移動すると保育者に促される。保育者が友達に虫刺されの薬を塗るのを見る。 Ⅰa ⑥

























Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
ヒーローになりきる 1 1 0 0 10 0 0 0 0 0 1 13 65.0%
ビーチサンダル飛ばし 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 10.0%
集合する 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 5 25.0%
合計 2 1 0 0 12 0 0 0 0 1 4 20 100.0%












































3 L児はアイロンビーズの輪をコマに付けて回す。K児もアイロンビーズを出しコマに載せて回す。 Ⅳb ①
4 同じことを繰り返す。 Ⅳb ①
5 L児「（アイロンビーズとコマが）めちゃ、はなれるで～」と言う。 Ⅲa ①
6 K児とコマ対決してコマを回す。2人は回しながら、近くにいたN先生に「見といて」という。 0 ③
7 上に同じ。Ｎ先生にアイロンビーズをみせてる。先生は「へーきれいな色。そんなのがあんな色になったんだ」と言う。 0 ③
8 L児は回す。K児は「ねえ今度暴れるで」。Ａは「俺もめちゃ暴れるで一苦労や（丸板の中に）入れるのに」 Ⅲb ①
9 K児も回す。L児「俺アイロンビーズ取っても暴れている。」と言う。 Ⅲa ①
10 「よっしゃ」とアイロンビーズを付ける。別のコマを選び、またアイロンビーズを付ける。 Ⅳa ①
11 ２人で戦いゴマをする。「ここでも暴れる」　「CDゴマにアイロンビーズ付けてみたで」とK児と２人で先生にアイロンビーズを見せる。 Ⅳb ③
12 L児は「今度は自分のコマで」とアイロンビーズを付けて回す。アイロンビーズが取れて、K児は「勝った」と言う。 Ⅳb ①
13 L児は「ねえいくで」とコマを回し対決する。「同点やった」と言う。次に自分のコマで回し、アイロンビーズが取れ、K児の勝ちとなる。 Ⅳb ①
14 コマを変える。K児は手にのせる。L児は「貸して」と交換する。K児「新技。おうちで考えて練習してきた」と言う。 Ⅲa ①
15 K児は「地面に絵を描いた」と観察者に示す。L児は違うコマ台に移動し回す。「ほらあばれる」という。 Ⅲb ③
16 登園中の、他男児立ち止まる。「何これ」。L児は「アイロンビーズ、本気でやるとめちゃあばれるでー」と言う。男児は「ほんまややってみる」と言い、K児のコマを借りて回す。他女児１名も仲間に加わる。 Ⅲa ①
17 　上に同じ。「年長、あつまるでー、お部屋はいりまーす」と保育者の掛け声がかかる。 0 ⑥
18 保育者は学期の作品整理のために手順を声掛けする。L児は学期の作品整理のため、保育室に並べられた、絵画作品のなかから、手順に沿って自分の絵を探す。 0 ⑥
19 袋の列に並ぶ。袋に名前を書いてもらって入れる。配布物を担任にもらい並ぶ。指示を受けて座る。 Ⅱa ⑦

























Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
アイロンビーズの暴れ
ゴマ回し対決 0 0 0 0 4 4 1 5 0 0 2 16 80.0%
作品整理 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 4 20.0%
合計 0 0 1 0 5 4 1 5 0 0 4 20 100.0%
％ 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 25.0% 20.0% 5.0% 25.0% 0.0% 0.0% 20.0% 100.0% -














































3 「J、今度めちゃ、難しい事しよう。しかもまげとこ。」と２台の平均台の間を開ける。両端に行き、スタートし繰り返す。 Ⅴa ②
4 同じことを繰り返す。M児はさらに平均台の間あける。 Ⅲa ②
5 M児はタイヤを２台の間に入れる。「ここはボヨンと行くところ。」と言って渡る。保育者はタイヤを入れやすくさり気なく平均台の間を開く。 Ⅴa ④
6 園庭から、M児とJ児は二人でタイヤを見つけてきて２台の平均台の間に２段、３段と積んでみる。２段の高さを選び、ひとつのタイヤを横に置く。 Ⅲa ②
7 「あいこ」「負けた最悪」などど言葉を発しながら繰り返す。M児は勝っため、「イエイ、勝った」と端まで行き、場所交代をする。保育者は時々ずれたタイヤをさり気なく直す。 Ⅲa ④
8 K児が加わりM児は「この中に入ったらアウトやで」と言う。M児、K児、J児児の３人で行う。２人対１人のチームになる。 Ⅲa ②
9 真ん中のタイヤはふちを渡るルールが自然に出来、ゴールや場所交代を行う。 Ⅲa ②
10 見守っていた保育者は「もう一人呼んどいで」とつぶやくが、子どもは群れるようにジャンケンを繰り返す。 Ⅲa ⑤
11 M児対K児が勝負し、J児は下りて見守る。M児がゴールをする。「次はJ児対K児」と一人づつ対戦するルールになる。 Ⅲa ②
12 「さっきのは練習な、練習試合」とJ児対K児で対戦する。M児は観戦する。 Ⅲa ②
13 M児対J児で、「最初はグージャンケンホイ」と繰り返す。K児はタイヤの上で審判のようにする。 Ⅲa ②
14 M児は「K児これ直して」とタイヤの位置を変えることを促す。「そっちなし」などと指示をする。平均台の両端スタートに一段のタイヤと真ん中に２段のタイヤを置く。 Ⅴa ②
15 M児対K児で、K児「もう一回しよう」。M児「ジャンケンポイ、アイコデショ」と掛け声をかけながら繰り返す。 Ⅲa ②
16 M児は後ろ向きで背中のほうからジャンケンをしたり、ぐるっと回ってジャンケンをしたり、体をいろいろに使ってジャンケンをする。 Ⅲa ②
17 タイヤを動かし重ね方を少し変える。M児は「新しくしたで、ヨーイ、スタート」と言う。「最初はグー、ジャンケンホイ」と友達がするのを見守る。 Ⅴa ②
18 Ｅ児を誘う。「この中に入ったらあかん」とタイヤのルールを説明する。K児の「ヨーイスタート」の合図でM児対E児が対戦する。M児は平均台からごろんと落ちる。 Ⅲa ②
19 M児とK児対J児とＥ児の２チームに分かれる。M児はK児が対戦している時は端のタイヤの中で座って待つ。「この中に入らなあかんのに」 Ⅳa ②



















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
平均台わたり
ジャンケン 0 0 1 0 13 0 2 0 4 0 0 20 100.0%
合計 0 0 1 0 13 0 2 0 4 0 0 20 100.0%












































3 M児は「行こう」と、さら砂のある雲梯下に向かう。H児はついて行くがN児は粘土を追加している。 Ⅲb ①
4 同上。 Ⅲb ①
5 N児はさら砂のあるところに合流し、初めの3人で「ここから取ったほうがサラサラだよ」と団子づくりを進める。 Ⅲa ①
6 ３人はさら砂をかけながら、友達の話、ヤドカリの話、プールの話等おしゃべりが弾む。 Ⅲa ①
7 親指と人差し指でつまんで集めながらかけ続ける。 Ⅲa ①
8 N児は「黒い砂でも、白い砂でもいいんだよ」とほかの二人に団子の砂の選び方を伝える。 Ⅲa ①
9 さら砂をかけた団子を手のひらで擦りだす。 Ⅲb ①
10 団子にかけていたさら砂が足元につもりだしたためみんなでビーチサンダルを脱ぎ掃い、履きなおす。観察者に気付き「こんな小さいお団子」などと見せる。 Ⅲa ③






13 上部の雲梯を男児が「ウエー」と発声しながら通過する。N児は団子づくりの友達に「危ないよ」と気付くように促す。N児は友達のことを「昨日端までいけた」と観察者に話す。 Ⅲa ②
14 雲梯をぶら下がる男児をみて、観察者に自分も雲梯を渡れるという。 Ⅲa ③
15 団子をこねながら、「ここで擦るとやりやすい」と観察者に母指球のところを示す。 Ⅳb ③
16 「白砂少なくなっちゃったね」と言う友達に、N児は「黒砂でもいいんだよ」と言う。 Ⅲa ①
17 「見て、テントウムシ」と土の中から見つける。「Ｔ先生みて、テントウムシ」と持っていく。T「ほんとだすごい、幼虫みたい、どこから出てきた？」とやり取りしているうちにテントウムシは飛んでいく。 Ⅲa ③
18 N児は元の場所に戻り、白砂を手早くかけて払う作業を始める。観察者と近くにいた年少児に「砂がそっちに行くから目を閉じたほうがいい」と言う。「お団子金色になったことがある」と手を動かしながら言う。 Ⅳb ③
19 M児とH児は「ちょっとなわとびしてくる。団子見てて」と言い場を離れる。N児は観察者に一人の友達は雲梯の練習に行った」と教える。「まだ3個しか進めない」けど4個できたらおおまるにしてあげるの」と説明する。 Ⅲa ③














Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
土集め 0 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 4 20.0%
さら砂掛け 0 0 0 0 13 1 0 2 0 0 0 16 80.0%
合計 0 0 1 0 13 4 0 2 0 0 0 20 100.0%













































3 375回で引っかかる。「保育者はあ-、375回」と残念そうに言いながら、０児の手のひらに回数を書く。 Ⅲa ④
4 列の後ろに並びなおしながら、地上（台の下部）で3歳児が跳ぶのを見たり、待っている3歳児と話す。 Ⅲa ④
5 友達が台上で跳ぶのを下で数える。 Ⅲa ④
6 台上で再度裸足で跳ぶ。保育者は数えながら、他児に声掛けをしている。 Ⅲb ④
7 同上。 Ⅲb ④
8 同上。保育者は「１００、落ちるで」と跳びながら後ろに移動するO児に注意を促す。 Ⅲb ⑥
9 1分に75回～８0回位のペースで跳び続ける。 Ⅲb ④
10 同上。 Ⅲb ④
11 385回でひっかかりアウトとなる。保育者に回数を書いてもらい、383回でアウトとなる。台から降りて並ぶ。 Ⅲb ④
12 並びながら3歳児男児と話す。時々、台上で跳んでいる5歳児の男児を見る。 Ⅲa ④
13 5歳児の他男児はアウトになる。3歳児の並び順をぬかして、台上に上る。 Ⅲa ④
14 保育者が見るのを確認して、保育者と97．98．99．100とスタートのリズムをとって跳びだす。保育者は目の前で数える。 Ⅲb ④
15 跳び続ける。 Ⅲb ④
16 跳びながら後ろに行ってしまうので意識して前に進む、。 Ⅲb ④
17 跳び続ける。 Ⅲb ④
18 跳び続ける。保育者は近くの他児に関わり、回数を手に書いている。 Ⅲb ④
19 後ろを通った3歳児が台上を跳ぶＯ児の縄に当たってアウトになる。「ポッポ（組）が当たった」と悔しそうに歩き回る。 Ⅲa ④









Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
縄跳び 0 0 1 0 7 12 0 0 0 0 0 20
合計 0 0 1 0 7 12 0 0 0 0 0 20 100.0%












































3 同じ男児グループは上にいる女児のほうに向かってアスレチックを登る。P児は群れにいるが状況を眺めている。 0 ①
4 その後アスレチックを登り始め、登りきる。 Ⅰa ①
5 女児が一人の男児の草履を落とす。P児は笑いながら四つ這いになって、女児にポーズをする。その後アスレチックを降りる。 Ⅲa ①
6 下りるときに、自分の草履も脱げる。草履をはき、友達の草履をとってあげる。 Ⅲa ①
7 草履をもってアスレチックを登る。途中までのぼり、中途から上にいる友達に渡す。 Ⅲa ①
8 アスレチック途中からその友達とハイタッチをする。 Ⅲa ①
9 なりきって場を離れる。 Ⅲa ①
10 男児4人組で園庭を移動、キャラクターになりきって走り回る。 Ⅲa ①
11 仲良しの二人で四つ這いで見あって「ウガー、ウガー」とにらみ合っている。 Ⅲa ①
12 アスレチックの上から下に向かって女児が「何やってるの？」と言う姿に見向きもせずに、なりきっている。 Ⅲa ①
13 なりきって男児を追いかける。男児たちとすべり台のほうに移動する。上下に分かれて「ウガー」となりきる。 Ⅲa ①
14 小屋の前に移動する。 Ⅲa ①
15 P児が倒れたふりをしていると、男児が上に乗る。起き上がり、２人とも四つ這いになって、「にらめっこみたい」と向かい合ってポーズをする。 Ⅲa ①
16 友達がなりきっておなかを蹴るふりをして当たる。P児はおなかを押さえ、友達は「ごめん」と言う。その後二人はキャラクターになりきって玄関のほうへ移動する。 Ⅲa ①
17 保育者が「年長集合、千回行くよー」と他児が縄跳び千回縄跳びを達成しそうだと声を掛ける。P児はそれを聞いて他児が跳んでいる方向へ行く。 Ⅰa ⑥
18 P児は赤縄を取りに行く。千回目指す子どもが跳ぶ台のまわりに6人くらいの子どもが一緒に跳ぶ。 Ⅲb ②
19 「○○ガンバレー」「跳べ―、跳べ―」と自分も赤縄で跳びながら千回を目指す子どもの応援をする。 Ⅲb ②














Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
言い合い 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 20.0%
なりきり 1 0 0 0 12 3 0 0 0 0 0 16 80.0%
合計 2 0 0 0 12 3 0 0 0 0 3 20 100.0%












































3 隣に縄跳びを跳んだ男児がお茶を飲みに来て座る。男児と保育者のまわりに女児も集まるが、Q児は余り興味がなく団子を磨いている。極めて時折、話に加わる。 Ⅳb ①
4 集まっている女児に自分の団子を見せる。 Ⅲa ①
5 集まっているメンバーの様子を時折見ながら自分のＴシャツの裾やだんご磨きで団子を磨く、両手で包み込む。 Ⅳa ①
6 まわりの子どもが置いている靴を話題にしたり、千回跳んだ子どもが褒められたりしているが、あまり気にせず布の上で団子を動かして擦る。 Ⅳb ①
7 園庭から『グッキー』がｊ聞こえ、3，4歳児と先生が踊っている音が聞こえてくる。 Ⅲa ⑤
8 ポケットからビニールを出し、『グッキー』のダンスをする子どもたちを見る。団子をビニールに入れて靴箱上に置き、布を置く場所に戻す。 Ⅲa ⑤
9 『グッキ－』の動作を廊下で一人離れて行う。5歳児女児は4，5人廊下で踊る。 Ⅰa ④
10 同上。 Ⅲa ④
11 『エビカニクス』を踊る先生の後ろの雲梯の下で踊る。同時にさら砂を触る。図書室の壁伝いに横歩きに移動する。 0 ⑤
12 雲梯の下で『エビカニクス』を踊る。 Ⅰa ④
13 『ドラえもん』の音楽が聞こえみんなが園庭で踊っている。Q児は雲梯の下にいる。 0 ⑤
14 同上。 0 ⑤
15 『ドラえもん』を子どもが踊っている側に交じる。男児1名、女児3名と通常より早いリズムで体を動かして、楽しそうにしている。 Ⅰa ④
16 年長の5人が４倍速ぐらいでの動きを喜んで行っている。Ｊ先生が横を通過した瞬間、リズムを通常通りに戻して行う。 Ⅲa ④
17 再び、早回しの動きを楽しそうにする。一緒にしていた女児がいなくなるが、一人でも行う。先生たちが踊る場所に移動する。 Ⅲa ④
18 雲梯の下の壁沿いを移動する。男児と二人で壁のふちをもって伸び縮みの動作を行う。 0 ④
19 新曲のダンスを先生が行い。3,4歳児がまねている場面で、耳を押さえている。途中のフレーズから参加し、踊りだす。 0 ⑤















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
だんご磨き 0 0 1 0 2 0 1 2 0 0 0 6 30.0%
リズム体操 4 0 0 0 5 0 0 0 0 0 5 14 70.0%
合計 4 0 1 0 7 0 1 2 0 0 5 20 100.0%












































3 園庭に園児があつまるようにＪ先生の声がかかり、園庭で3歳児、4歳児等2名づつ、縄跳びの披露が始まる。R児は自分の場所で見つめる。 Ⅱa ⑥
4 千回越えの園児の赤縄跳びの贈呈式に園児は興味を持って座って見つめている。園長が登場し、証書授与の言葉をいう。 Ⅲa ⑥
5 園長が年長児に「代わりに言って」と言うとR児や、年長児が声をそろえて言う。 Ⅲa ⑥
6 園長がアカペラの贈呈式の音楽を「チャンチャンチャチャ―」と園児に歌うことを求め園児は調子をとって口ずさむ。同時に千回越えの赤縄跳びが園児に渡される。R児は様子を見ながら園長の指示通りに行う。 Ⅲa ⑥
7 千回越えの男児は「ホットケーキ」と園長に抱かれ、ひっくり返してもらう。Ｊ先生の「赤縄隊出ておいで」の合図で千回越えの園児が並んで走りとびをして、他の園児に披露する。R児は動きを目で追いながら見ている。 Ⅲa ⑥
8 R児の後ろのほうを赤縄隊が跳んでいるときは、体をひねって目で追っている。 Ⅲa ②
9 一人3歳児が交じって赤縄隊の輪に入ってまねる姿や保育者の「あれは何者だ？」の声に他園児やR児は微笑ましく笑う。 Ⅲa ③
10 時々砂を触りながら、赤縄を跳ぶ園児の姿を見る。 0 ②
11 J先生は「年長縄跳び取ってくる」と指示をする。ねっこ組は走りとびで園庭を回って他の園児に披露する。R児も縄を取りに行きほどいて跳びだす。 Ⅱa ⑥
12 跳びながら列の前後の子どもと縄が当たり「ごめん」という。立て直して明るい表情で跳ぶ。 Ⅲa ③
13 同上。 Ⅲa ③
14 保育者の「ねっこ組おかえりー、はっぱ組跳ぶ」と声を掛ける。「おかえりー」と迎えられる。ゴールしてもとの場所に座る。はっぱ組が跳ぶのを見る。 Ⅲa ③
15 時々となりの3歳児と話しながらはっぱ組が跳ぶ姿を見る。 0 ②
16 保育者ははっぱ組を「お帰り―」と迎え、早く走り跳びをする男児を紹介して、跳び方をみんなで見る。 Ⅱa ⑥
17 みんなで拍手し、縄跳びを片付ける。場所が混雑しているため、R児は空いたスペースで縄跳びを跳ぶ。 Ⅱa ⑥
18 クラスの大半が片づけ、場がすいてから、縄を袋に入れて片づける。保育者は「年長２階」と遊戯室に上がるよう指示する。 Ⅱa ⑦
19 R児は靴と靴下を脱ぎ、水筒をもって２階に上がる。 Ⅲa ⑥














Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
雲梯 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
縄跳びと応援 0 0 5 0 11 0 0 0 0 0 2 18 90.0%
合計 0 0 6 0 12 0 0 0 0 0 2 20 100.0%














































3 S児は帽子を被り手を腰において待つ。保育者の「はっぱ（組）さん、前に出て、畑の中に白いお花が咲いて、赤いおはなが咲きました。」と言う語りを聞く。 Ⅲa ⑦
4 語りに合わせて、帽子をひっくり返す練習をし、赤い布をさわる。保育者は「明日（の運動会）はそんな動きが大事です」と言う。 Ⅲa ⑥
5 保育者の「帽子戻してください」の合図で白に戻し、円になって座る。保育者の語りが続き、保育者の桜の木等の表現の様子を見る。 Ⅲa ⑥
6 手をついてだらっとする、片膝をつく、帽子のゴムをさわる、表現し前を通過した先生に手を出す等の動作が見られるも、語りに合わせた先生の表現を見る。 0 ⑤
7 保育者の「白いおはなが咲きました」の合図で、イチゴの実の表現として帽子を赤にひっくり返す。 Ⅲa ⑤
8 保育者の「イチゴの実がとられました。その後の畑には・・」と言う問いかけに、帽子を白に戻す。その後の畑の語りに子どもは、口々に「ヒガンバナ」「ツクシ」「ヒマワリ」と口々に言う。 Ⅲa ⑥
9 保育者のヒマワリの語りを聞きながら表現を見る。S児は身体を乗り出してみる。鼻をさわる等の動作が見られる。 Ⅲa ⑤
10 「ヒマワリは大きくなりました」等の語りで保育者の表現を見る。 Ⅲa ⑤
11 S児は指をくわえるなどの様子があるが、語りを聞き表現している。 Ⅲa ⑤
12 「保育者は秋の赤い花なに？」と問かけ、子どもは「ヒガンバナ」と答える。保育者は「秋を迎える頃真っ赤なヒガンバナになっていました」と語る。 Ⅲa ⑥
13 「帽子どうする」と語りに帽子を赤にひっくり返し被り直す。隣の女児と帽子に付いた赤い布を触りあう。後ろで表現し合う先生が気になる。 Ⅲa ⑥
14 保育者の語りで、帽子を白に戻す。保育者の指示で赤いほうにする。 Ⅲa ⑦
15 ＣＤデッキから、音楽が流され、数人の保育者といしょに踊りながら、掛け声「右、左」とリズムに合わせて動く。 Ⅲa ④
16 右方向にいる先生のほうに少し体を向けながら、ポケットの方向に歩く等の声かけを聞き取ろうとしながら演技をしている。 Ⅲa ④
17 歌詞の内容に合わせて手首につけるリボンが配られ、受け取る。 Ⅲa ⑦
18 曲に合わせて、保育者のリスミカルな掛け声に合わせて、前、後ろ、止まる等動きをする。 Ⅲa ⑦
19 掛け声に合わせて動くが、少し左右を見ながら動きを合わせようとしている様子が伺える。 Ⅲa ④










Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
畑の表現 1 0 0 0 18 0 0 0 0 0 1 20 100.0%
合計 1 0 0 0 18 0 0 0 0 0 1 20 100.0%
％ 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 100.0% -












































3 雲梯を一人で端まで渡る。後ろから弟らしき、K児がついて回る。 Ⅲa ①
4 М児を待って会話する。3歳児のK児がやってきて、じゃれつく。 Ⅲa ①
5 M児を追いかけて、雲梯の下を移動したり追いかけたりする。 Ⅲa ①
6 M児が移動すると同じ動きをしてまねをする。雲梯のひとつに跳びついて下りる。M児が２，３段進むと、同じように行う。 Ⅲa ①
7 M児が縄のところに行くとT児も行く。 Ⅲa ①
8 M児は縄をもって縄跳び舞台のところに並ぶと、T児も縄跳びの入った袋を開けているが視線は登園後園に入る母の動きを追う。フリー保育者は台上の跳ぶ数を数えている。 0 ④
9 自分の赤縄をほどく。並ばずに広いところで跳ぼうと少し離れるが、並びなおす。 Ⅰa ④
10 視線は登園する子どもへ向いている。保育者は跳び終わった子どもに「９６だわ〇〇ちゃん」と声を掛ける。 0 ④
11 待ちながら少し離れて跳んでみる。早く跳ぶ。エクス跳びをする。台上の５歳児は終わり保育者は回数を言い、子どもは交代する。 Ⅲb ④
12 エックス跳び、普通の跳び方、エックス跳びを交互に笑顔のよい表情で連続５回くらい跳ぶ。 Ⅳb ④
13 T児は上記と同じ動作を繰り返す。保育者は台上の子どもの回数を数えながら、赤縄で一緒に跳んでいる。 Ⅳb ④
14 台上の子どもや、跳び終わり交代する様子を見る。その後少し広いところでエックス跳びを繰り返す。 Ⅳb ④
15 台上で跳ぶ、M児を見ながら、地面上で他児と跳んだり、話したりする。 Ⅲa ④
16 少し広いところに移動して、エックス跳び、両足跳びを交互に行う。 Ⅳb ④
17 保育者に「○○したらやりやすい」と言って跳ぶ。エックス跳びを繰り返して飛ぶ。 Ⅳb ④
18 エックス跳び、普通の跳び方、エックス跳びを交互に連続５回くらい跳ぶ。止まってはタイミングを計り跳ぶ。 Ⅳb ④
19 同上。 Ⅳb ④
















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
登園後 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
雲梯 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4 20.0%
エックス跳び 1 0 0 0 3 1 0 7 0 0 2 14 70.0%
合計 1 0 0 0 9 1 0 7 0 0 2 20 100.0%
％ 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 45.0% 5.0% 0.0% 35.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% -




























344 活動の展開における自己課題のタイプ集計表」によって一覧にした。上記の表 344 は
















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
A児 製作とごっこ遊び 3.7% 0.0% 3.7% 14.8% 0.0% 14.8% 33.3% 3.7% 37.0% 3.7% 3.7% 7.4% 7.4% 3.7% 11.1% 25.9% 100.0% 91.3
B児 畑でイチゴのランナー採り 6.1% 4.1% 10.2% 8.2% 0.0% 8.2% 34.7% 6.1% 40.8% 18.4% 0.0% 18.4% 0.0% 2.0% 2.0% 20.4% 100.0% 86.3
C児 砂場で型抜き 5.1% 1.7% 6.8% 1.7% 0.0% 1.7% 52.5% 22.0% 74.6% 0.0% 11.9% 11.9% 0.0% 5.1% 5.1% 0.0% 100.0% 96
D児 砂団子・ハンバーグづくり 5.0% 20.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 10.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 30.0% 100.0% 66.6
E児 エイの型づくり 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 55.0% 0.0% 55.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 100.0% 76.6
F児 縄跳びと集合 0.0% 5.0% 5.0% 15.0% 5.0% 20.0% 60.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 10.0% 100.0% 76.1
G児 逆上がりとチョウの飛立ち 5.0% 0.0% 5.0% 15.0% 10.0% 25.0% 25.0% 5.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 100.0% 78.3
H児 積み木のトンネルづくり 15.0% 0.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 100.0% 71.6
I児 クラスで積み木遊び 5.0% 0.0% 5.0% 15.0% 0.0% 15.0% 35.0% 15.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 100.0% 71.6
J児 うずまきジャンケン 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 80.0% 0.0% 80.0% 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 75
K児 ヒーローになって群れて遊ぶ 10.0% 5.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 20.0% 100.0% 68.3
L児 暴れゴマ回し対決 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 20.0% 45.0% 5.0% 25.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 100.0% 91.6
M児 平均台わたりジャンケン 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 65.0% 0.0% 65.0% 10.0% 0.0% 10.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 100.0% 96.6
N児 泥団子づくり 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 65.0% 20.0% 85.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 96.6
O児 縄跳び 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 35.0% 60.0% 95.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 95
P児 なりきり遊び 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 15.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.0% 100.0% 88.3
Q児 だんご磨き、リズム体操 20.0% 0.0% 20.0% 5.0% 0.0% 5.0% 35.0% 0.0% 35.0% 5.0% 10.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 100.0% 66.6
R児 雲梯、縄跳び応援 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 30.0% 60.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 75
S児 畑の表現 5.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.0% 0.0% 90.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 100.0% 80



























 自己課題のタイプ「Ⅰやりたいことを見つける」事例は A 児〜I 児、K 児、P 児、Q 児、
S 児、T 児の 14 事例であった。 
ⅠaⅠb 小計が 10％以上見られるものでは、B 児「畑でイチゴのランナー採り」である。
小項目「Ⅰa 興味関心を持つ」が 10％見られるものは E 児「エイの型づくり」H 児「積み
木のトンネルづくり」K 児「ヒーローになって群れて遊ぶ」P 児「なりきり遊び」Q 児「だ
んご磨き、リズム体操」であった。対象は物的環境、まわりの遊びの状況、保育者や友達
の言動等が興味関心対象となっていた。 









「Ⅱ目的・めあてがある」のタイプが見られたものは、A 児、B 児、C 児、E 児、F 児、
G 児、I 児、J 児、L 児、M 児、N 児、O 児、Q 児、R 児についての 14 事例であった。小
計が 10％以上の特徴的自己課題のタイプを示す事例のうち、小項目「Ⅱa 目的・めあてが
ある」は、A 児「製作とごっこ遊び」、E 児「エイの型づくり」、F 児「縄跳びと集合」、
G 児「逆上がりとチョウの飛立ち」、I 児「クラスで積み木遊び」、R 児「雲梯・縄跳び
応援」では具体的な行動は自分が○○したいという思いや言動、○○をするという見通し
を持った行動や準備等であった。また、保育者の依頼、保育者の指示、示唆や見本行動が













遊び」、B 児「畑でイチゴのランナー採り」、C 児「砂場で型抜き」、D 児「砂団子・ハンバ
ーグづくり」、G 児「逆上がりとチョウの飛立ち」、I 児「クラスで積み木遊び」、L 児「暴

































「Ⅴ新しい自己課題を見出す」は A 児、B 児、C 児、D 児、F 児、H 児、I 児、K 児、
M 児の 9 事例に見られたタイプである。 














































の様相として、〈興味関心・欲求生成型〉単独は 4 事例に見られた。〈めあて生成型〉は 4











































































































































































































から検討することが第 2 節以降の課題である。 
 
２．援助としての「関与なし」の位置付けについて

































































































Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 3 0 4 0 1 0 0 1 3 12 44.4%
②見守る 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 4 14.8%
③受容 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3.7%
④協同 1 0 0 0 2 1 0 1 2 0 0 7 25.9%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 11.1%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 1 0 4 0 9 1 1 1 2 1 7 27 100.0%























Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 1 0 0 0 4 3 0 0 0 0 0 8 16.3%
③受容 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 4.1%
④協同 0 1 1 0 7 0 7 0 0 1 2 19 38.8%
⑤示唆 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 6.1%
⑥誘導 0 1 1 0 2 0 0 0 0 0 6 10 20.4%
⑦主導 1 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 7 14.3%
合計 3 2 4 0 17 3 9 0 0 1 10 49 100.0%



















③ C 児の「砂場で型抜き」における保育者の援助のタイプ 
 
 
④ D 児の「砂団子・ハンバーグづくり」における保育者の援助のタイプ 
 
 






Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 2 0 1 0 30 13 0 7 0 3 0 56 94.9%
②見守る 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 3.4%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1.7%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 3 1 1 0 31 13 0 7 0 3 0 59 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 3 0 0 5 1 0 0 1 0 5 15 75.0%
②見守る 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
③受容 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 10.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 5.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 1 4 0 0 6 2 0 0 1 0 6 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 1 0 1 0 12 0 0 2 0 0 0 16 80.0%
②見守る 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5.0%
③受容 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 15.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 2 0 2 0 12 0 1 2 0 0 1 20 100.0%



















⑥ F 児の「縄跳びと集合」における保育者の援助のタイプ 
 
 
⑦ G 児の「逆上がりとチョウの飛立ち」における保育者の援助のタイプ 
 
 








Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
③受容 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 10.0%
④協同 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 0 7 35.0%
⑤示唆 0 0 2 0 5 0 0 0 0 1 1 9 45.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 0 1 3 1 12 0 0 0 0 1 2 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 4 20.0%
②見守る 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 3 15.0%
③受容 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 4 20.0%
④協同 1 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 7 35.0%
⑤示唆 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 1 0 3 2 5 1 0 0 0 0 8 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 3 0 0 0 8 0 1 0 1 0 2 15 75.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 4 20.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5.0%
合計 3 0 0 0 10 0 1 0 1 0 5 20 100.0%



















⑨ I 児の「クラスで積み木遊び」における保育者の援助のタイプ 
 
 
⑩ J 児の「うずまきジャンケン」における保育者の援助のタイプ 
 
 








Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 1 0 1 0 6 3 0 0 1 0 0 12 60.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 4 20.0%
⑦主導 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 4 20.0%
合計 1 0 3 0 7 3 0 0 1 0 5 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 0 0 0 2 16 0 2 0 0 0 0 20 100.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 0 0 0 2 16 0 2 0 0 0 0 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 1 1 0 0 11 0 0 0 0 0 2 15 75.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 5 25.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 2 1 0 0 12 0 0 0 0 1 4 20 100.0%



















⑫ L 児の「暴れゴマ回し対決」における保育者の援助のタイプ 
 
 
⑬ M 児の「平均台わたりジャンケン」における保育者の援助のタイプ 
 






Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 4 3 1 4 0 0 0 12 60.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 4 20.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 10.0%
⑦主導 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
合計 0 0 1 0 5 4 1 5 0 0 4 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 1 0 11 0 1 0 2 0 0 15 75.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 3 15.0%
⑤示唆 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 0 0 1 0 14 0 2 0 3 0 0 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 1 0 5 4 0 0 0 0 0 10 50.0%
②見守る 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 5.0%
③受容 0 0 0 0 7 0 0 2 0 0 0 9 45.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 0 0 1 0 13 4 0 2 0 0 0 20 100.0%



















⑮ O 児の「縄跳び」における保育者の援助のタイプ 
 
 
⑯ P 児の「なりきり遊び」における保育者の援助のタイプ 
 








Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5.0%
④協同 0 0 0 0 8 10 0 0 0 0 0 18 90.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 5.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 0 0 1 0 8 11 0 0 0 0 0 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 15.0%
②見守る 1 0 0 0 12 3 0 0 0 0 0 16 80.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 2 0 0 0 12 3 0 0 0 0 3 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 1 0 2 0 1 2 0 0 0 6 30.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 4 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 8 40.0%
⑤示唆 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 4 6 30.0%
⑥誘導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 4 0 1 0 7 0 1 2 0 0 5 20 100.0%



















⑱ R 児の「雲梯、縄跳び応援」における保育者の援助のタイプ 
 
 
⑲ S 児の「畑の表現」における保育者の援助のタイプ 
 
 






Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3 15.0%
③受容 0 0 1 0 5 0 0 0 0 0 0 6 30.0%
④協同 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 4 0 6 0 0 0 0 0 0 10 50.0%
⑦主導 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5.0%
合計 0 0 6 0 12 0 0 0 0 0 2 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4 20.0%
⑤示唆 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 1 5 25.0%
⑥誘導 1 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 30.0%
⑦主導 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 5 25.0%
合計 1 0 0 0 18 0 0 0 0 0 1 20 100.0%





















Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
①関与なし 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 5 25.0%
②見守る 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
③受容 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
④協同 1 0 0 0 2 1 0 7 0 0 2 13 65.0%
⑤示唆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
⑥誘導 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 10.0%
⑦主導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
合計 1 0 0 0 9 1 0 7 0 0 2 20 100.0%






















































A児 めあて・発展生成型 44.0% 14.8% 3.7% 62.5% 25.9% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 99.5% 95 製作とごっこ遊び
B児 興味関心・欲求、追求生成型 0.0% 16.3% 4.1% 20.4% 38.8% 6.1% 20.4% 14.3% 40.8% 100.0% 80.2 畑でイチゴのランナー取り
C児 追求生成型 94.4% 3.4% 0.0% 97.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.7% 99.5% 98.8 砂場で型抜き
D児 興味関心・欲求生成型 75.0% 10.0% 10.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 76.6 砂団子・ハンバーグづくり
E児 興味関心・欲求、めあて・追求生成型 80.0% 5.0% 15.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 86.6 エイの型づくり
F児 めあて生成型 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 35.0% 45.0% 0.0% 0.0% 45.0% 100.0% 78.3 縄跳びと集合
G児 めあて生成型 20.0% 15.0% 20.0% 55.0% 35.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 78.3 逆上がりとチョウの飛立ち
H児 興味関心・欲求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 20.0% 5.0% 25.0% 100.0% 73.3 積み木のトンネルづくり
I児 めあて生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 100.0% 88.3 クラスで積み木遊び
J児 めあて、追求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100 うずまきジャンケン
K児 興味関心・欲求生成型 75.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 100.0% 58.3 ヒーローになって群れて遊ぶ
L児 追求生成型 60.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 100.0% 85 暴れゴマ回し対決
M児 追求、発展生成型 0.0% 75.0% 0.0% 75.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 93.3 平均台わたりジャンケン
N児 追求生成型 50.0% 5.0% 45.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 83.3 泥団子づくり
O児 遂行生成型 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 90.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 96 縄跳び
P児 興味関心・欲求生成型 15.0% 80.0% 0.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 95 なりきり遊び
Q児 興味関心・欲求、追求生成型 30.0% 0.0% 0.0% 30.0% 40.0% 30.0% 0.0% 0.0% 30.0% 100.0% 70 だんご磨き、リズム体操
R児 めあて生成型 0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 0.0% 0.0% 50.0% 5.0% 55.0% 100.0% 90 雲梯、縄跳び応援
S児 遂行生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 25.0% 30.0% 25.0% 80.0% 100.0% 91.6 畑の表現
T児 追求生成型 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 65.0% 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 100.0% 96.6 エックス跳び
















































































 表 423 では、興味関心・欲求生成型における保育者の援助のタイプは子どもの意志が大
きい援助として①関与なし 39.0％、②見守る 18.0％、③受容が 2.0％で小計が 59.0％、で




































D児 興味関心・欲求生成型 75.0% 10.0% 10.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 76.6 砂団子・ハンバーグづくり
H児 興味関心・欲求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 20.0% 5.0% 25.0% 100.0% 73.3 積み木のトンネルづくり
K児 興味関心・欲求生成型 75.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 100.0% 58.3 ヒーローになって群れて遊ぶ
P児 興味関心・欲求生成型 15.0% 80.0% 0.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 95 なりきり遊び
Q児 興味関心・欲求、追求生成型(※) 30.0% 0.0% 0.0% 30.0% 40.0% 30.0% 0.0% 0.0% 30.0% 100.0% 70 だんご磨き、リズム体操





















した援助の①関与なし 12.8％、②見守る 11.0％、③受容 12.7％、小計は 36.5％であった。















先の表 344 より、〈遂行生成型〉の活動の展開は 20 例すべてに見られたタイプである。
ここに取り上げた 2 事例は「Ⅲこんなやり方で遂行する」以外の特徴的に高い割合のタイ
















A児 めあて、発展生成型（※） 44.0% 14.8% 3.7% 62.5% 25.9% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 99.5% 95 製作とごっこ遊び
F児 めあて生成型 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 35.0% 45.0% 0.0% 0.0% 45.0% 100.0% 78.3 縄跳びと集合
G児 めあて生成型 20.0% 15.0% 20.0% 55.0% 35.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 78.3 逆上がりとチヨウの飛立ち
I児 めあて生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 100.0% 88.3 クラスでで積み木遊び
R児 めあて生成型 0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 0.0% 0.0% 50.0% 5.0% 55.0% 100.0% 90 雲梯、縄跳び応援






























O児 遂行生成型 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 90.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 96 縄跳び
S児 遂行生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 25.0% 30.0% 25.0% 80.0% 100.0% 91.6 畑の表現
























































B児 追求、興味関心・欲求生成型（※） 0.0% 16.3% 4.1% 20.4% 38.8% 6.1% 20.4% 14.3% 40.8% 100.0% 80.2 畑でイチゴのランナー採り
C児 追求生成型 94.4% 3.4% 0.0% 97.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.7% 99.5% 98.8 砂場でで型抜き
E児 追求、興味関心・欲求、めあて生成型（※） 80.0% 5.0% 15.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 86.6 エイの型づくり
L児 追求生成型 60.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 100.0% 85 暴れゴマ回し対決
N児 追求生成型 50.0% 5.0% 45.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 83.3 泥団子づくり
T児 追求生成型 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 65.0% 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 100.0% 96.6 エックス跳び


























































M児 発展・追求生成型（※） 0.0% 75.0% 0.0% 75.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 93.3 平均台わたりジャンケン
















































































































B児 興味関心・欲求、追求生成型 0.0% 16.3% 4.1% 20.4% 38.8% 6.1% 20.4% 14.3% 40.8% 100.0% 80.2 畑でイチゴのランナー採り
H児 興味関心・欲求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 20.0% 5.0% 25.0% 100.0% 73.3 積み木のトンネルづくり
I児 めあて生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 100.0% 88.3 クラスで積み木遊び
R児 めあて生成型 0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 0.0% 0.0% 50.0% 5.0% 55.0% 100.0% 90 雲梯、縄跳び応援
S児 遂行生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 25.0% 30.0% 25.0% 80.0% 100.0% 91.6 畑の表現





























A児 めあて、発展生成型 44.0% 14.8% 3.7% 62.5% 25.9% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 99.5% 95 製作とごっこ遊び
C児 追求生成型 94.4% 3.4% 0.0% 97.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.7% 99.5% 98.8 砂場でで型抜き
D児 興味関心・欲求生成型 75.0% 10.0% 10.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 76.6 砂団子・ハンバーグづくり
E児 興味関心・欲求めあて、追求生成型 80.0% 5.0% 15.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 86.6 エイの型づくり
J児 めあて、追求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100 うずまきジャンケン
K児 興味関心・欲求生成型 75.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 100.0% 58.3 ヒーローになって群れて遊ぶ
L児 追求生成型 60.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 100.0% 85 暴れゴマ回し対決
M児 追求、発展生成型 0.0% 75.0% 0.0% 75.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 93.3 平均台わたりジャンケン
N児 追求生成型 50.0% 5.0% 45.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 83.3 泥団子づくり
O児 遂行生成型 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 90.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 96 縄跳び
P児 興味関心・欲求生成型 15.0% 80.0% 0.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 95 なりきり遊び
T児 追求生成型 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 65.0% 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 100.0% 96.6 エックス跳び








































































































































































































































Ⅰa Ⅰｂ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳa Ⅳｂ Ⅴa Ⅴｂ 0
A児 製作とごっこ遊び 3.7% 0.0% 3.7% 14.8% 0.0% 14.8% 33.3% 3.7% 37.0% 3.7% 3.7% 7.4% 7.4% 3.7% 11.1% 25.9% 100.0% 91.3
B児 畑でイチゴのランナー採り 6.1% 4.1% 10.2% 8.2% 0.0% 8.2% 34.7% 6.1% 40.8% 18.4% 0.0% 18.4% 0.0% 2.0% 2.0% 20.4% 100.0% 86.3
C児 砂場で型抜き 5.1% 1.7% 6.8% 1.7% 0.0% 1.7% 52.5% 22.0% 74.6% 0.0% 11.9% 11.9% 0.0% 5.1% 5.1% 0.0% 100.0% 96
D児 砂団子・ハンバーグづくり 5.0% 20.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 10.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 30.0% 100.0% 66.6
E児 エイの型づくり 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 10.0% 55.0% 0.0% 55.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 100.0% 76.6
F児 縄跳びと集合 0.0% 5.0% 5.0% 15.0% 5.0% 20.0% 60.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 10.0% 100.0% 76.1
G児 逆上がりとチョウの飛立ち 5.0% 0.0% 5.0% 15.0% 10.0% 25.0% 25.0% 5.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 100.0% 78.3
H児 積み木のトンネルづくり 15.0% 0.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 100.0% 71.6
I児 クラスで積み木遊び 5.0% 0.0% 5.0% 15.0% 0.0% 15.0% 35.0% 15.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 100.0% 71.6
J児 うずまきジャンケン 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 80.0% 0.0% 80.0% 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 75
K児 ヒーローになって群れて遊ぶ 10.0% 5.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 20.0% 100.0% 68.3
L児 暴れゴマ回し対決 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0% 20.0% 45.0% 5.0% 25.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 100.0% 91.6
M児 平均台わたりジャンケン 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 65.0% 0.0% 65.0% 10.0% 0.0% 10.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 100.0% 96.6
N児 泥団子づくり 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 65.0% 20.0% 85.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 96.6
O児 縄跳び 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 35.0% 60.0% 95.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 95
P児 なりきり遊び 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 15.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.0% 100.0% 88.3
Q児 だんご磨き、リズム体操 20.0% 0.0% 20.0% 5.0% 0.0% 5.0% 35.0% 0.0% 35.0% 5.0% 10.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 100.0% 66.6
R児 雲梯、縄跳び応援 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 30.0% 60.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 75
S児 畑の表現 5.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.0% 0.0% 90.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 100.0% 80































































































A児 めあて・発展生成型 44.0% 14.8% 3.7% 62.5% 25.9% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 99.5% 95 製作とごっこ遊び
B児 興味関心・欲求、追求生成型 0.0% 16.3% 4.1% 20.4% 38.8% 6.1% 20.4% 14.3% 40.8% 100.0% 80.2 畑でイチゴのランナー取り
C児 追求生成型 94.4% 3.4% 0.0% 97.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.7% 99.5% 98.8 砂場で型抜き
D児 興味関心・欲求生成型 75.0% 10.0% 10.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 76.6 砂団子・ハンバーグづくり
E児 興味関心・欲求、めあて・追求生成型 80.0% 5.0% 15.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 86.6 エイの型づくり
F児 めあて生成型 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 35.0% 45.0% 0.0% 0.0% 45.0% 100.0% 78.3 縄跳びと集合
G児 めあて生成型 20.0% 15.0% 20.0% 55.0% 35.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 78.3 逆上がりとチョウの飛立ち
H児 興味関心・欲求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 20.0% 5.0% 25.0% 100.0% 73.3 積み木のトンネルづくり
I児 めあて生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 100.0% 88.3 クラスで積み木遊び
J児 めあて、追求生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100 うずまきジャンケン
K児 興味関心・欲求生成型 75.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 100.0% 58.3 ヒーローになって群れて遊ぶ
L児 追求生成型 60.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 100.0% 85 暴れゴマ回し対決
M児 追求、発展生成型 0.0% 75.0% 0.0% 75.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 10.0% 100.0% 93.3 平均台わたりジャンケン
N児 追求生成型 50.0% 5.0% 45.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 83.3 泥団子づくり
O児 遂行生成型 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 90.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 96 縄跳び
P児 興味関心・欲求生成型 15.0% 80.0% 0.0% 95.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 100.0% 95 なりきり遊び
Q児 興味関心・欲求、追求生成型 30.0% 0.0% 0.0% 30.0% 40.0% 30.0% 0.0% 0.0% 30.0% 100.0% 70 だんご磨き、リズム体操
R児 めあて生成型 0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 0.0% 0.0% 50.0% 5.0% 55.0% 100.0% 90 雲梯、縄跳び応援
S児 遂行生成型 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 25.0% 30.0% 25.0% 80.0% 100.0% 91.6 畑の表現
T児 追求生成型 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 65.0% 0.0% 10.0% 0.0% 10.0% 100.0% 96.6 エックス跳び



































































































図 501．幼児の自己課題の生成と保育者の関わりの概略図（再掲）  (筆者作成) 
青色矢印は幼児の関わり 
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